
 

亀崎小学校「児童の居場所」放課後ひろば ワークショップでの 

話し合いで出た意見 

 

テーマ 

「みんなでつくる！これからの放課後ひろば」 

 

 

目 的 

子どもたちにとってより良い、放課後ひろばの利用方法を考える。 

 

 

話し合いの内容 

参加者の皆様には、 

「何をすれば子どもたちにとってより良い居場所になるか」 

を考えていただくとともに 

「それを実現するためにできること」 

として、どのようなことがあるだろうか？できるだろうか？ 

を考えていただき、以下のとおり、カテゴリ別に意見を出していただきました。 

 

 

 

 

 

 

「何をすれば子どもたちにとってより良い居場所になるか」 

・安心・安全に過ごせる場所にする。 

・子どもの受付をコドモンのＱＲコードで行うことができないか。入退室の記録が保護 

 者へ通知され、保護者も居場所が確認できて良い。半田市内の公立保育園は利用して 

いるので、放課後ひろばでも利用できると利用者の管理や連絡もしやすいと思います。 

・保健室は使えないので、大変だと思う。 

 

 

「それを実現するためにできること」 

・人をいじめている人を見つけたら、すぐに保護者に電話する。 

・職員以外で見守りをしてくれるボランティアをつのる。 

 

 

 

子どもの安心安全について 



 

 

 

「何をすれば子どもたちにとってより良い居場所になるか」 

・子どもが身体を使って遊べる遊具があれば良い。 

・今児童センターにあるおもちゃ・外遊び道具はそのまま使えるように。 

・児童センターで人気のある遊びがドッジボールなどの身体を動かす遊び・遊び場所を 

 確保してほしい。 

・放課後ひろばでドッジボールをしていて、邪魔になりそうだから、ドッジボールコー 

 トを作る。 

・児童センターで人気のあるイベントや工作を継続してほしい。 

・同じ学年の人やなかなか遊べない学年の人とも遊べる学年対抗の何かができるイベン 

 トをしてみたい。 

・児童センターで行われている季節の行事は続けてほしい。新入生歓迎会・母の日父の 

日・クリスマス会・大掃除・おこしものづくり等。 

・宿題でいろいろな学年が集まるから６年生の問題が出されていて分からない人がいた 

ら、他の学年の人は教えられないから、ボランティアが少し教える。 

・遊ぶ前に宿題を終わらせたい。 

     

 

「それを実現するためにできること」 

・ボランティアでできることは協力したいけれど、できることは限られている（時間的 

に）運営会社ではどこまでの機会を提供してもらえるのか。 

・ボランティアの方や高学年の子もスタッフとして参加するなどみんなで行事をつくる。 

 

 

 

 

 

「何をすれば子どもたちにとってより良い居場所になるか」 

・未就学児の利用を従来の児童センターのように午前中から利用できないか。 

・保護者同伴が必須のため、見守りは原則不要。午前中の施設開錠等は鍵をスマートロ 

ック（定時に自動開錠や暗証番号）にする中で対応できないか。 

・中学生以上の子の利用を可能にする。 

・亀崎在住の親ならＯＫ。 

                    

 

「それを実現するためにできること」 

・市の職員の考えを変える。 

ひろばでできることについて 

利用対象者について 



 

 

 

「何をすれば子どもたちにとってより良い居場所になるか」 

・人員制限をなくす。 

・かめキッズでは、１・２年生という参加の人員制限がある。 

・孫たちが遠方にいます。未就学児や小学生と遊びたい。 

・児童３人に１人の大人の見守りの配置が必要。 

・スタッフの体制が２名で何人の児童の安全の保障ができるのか。 

・ボランティアで移設。 

・かめサポさんの継続。 

・ちゃんと子どもの気持ちや言葉や行動を受け止められる人（配置）に居てほしい。 

→誰になるのか。 

・現在かめキッズという活動をしているが、必要なくなるのかな？（火曜日・木曜日） 

スタッフ７名、参加者１６名。 

・スタッフ体制大人２名を配置は少ない。 

 

 

 

「それを実現するためにできること」 

・子ども達にとって居心地の良い場、また来たいと思える場にしたい。 

 

 

 

 

 

 

「何をすれば子どもたちにとってより良い居場所になるか」 

・放課後ひろばについて、在学児童にも保護者にも伝わってないので、もっと説明機会 

  をつくるべき。 

・学校公開日など保護者の多くが集まるタイミングで学校で説明会を開いてもらえるよ 

う働きかけたい。児童にも説明と意見を集める機会をつくるべきでは。 

 

 

 

 

 

 

 

人員体制について 

広報について 



 

 

 

「何をすれば子どもたちにとってより良い居場所になるか」 

・今までの行事を継続する。 

 

 

 

「それを実現するためにできること」 

・現状の室内遊具をすべて使いたい。 

 

 

 

 

その他参加者からの意見や質問 

意 見 

・インターネットとくに AI に毎日振り回されています。「ご隠居のスマホ瓦版」やって 

います。 

 

 質 問 

Ｑ．亀崎小学校の図書室の面積はどのように変わるか。 

Ａ．旧図書室が 178.20 ㎡で新図書室が 186.76 ㎡となります。 

 

文化について 


